雪を掻く

黒谷光子

群れている鴨の何れか声放つ

夕影に折れて破れて枯蓮

北風に変わりて玻璃の鳴る夕べ

浅き瀬に影も揺らぎて冬柳

雪を掻く真白き光りを乱しつつ

しんしんと夜更けて雪の降る気配

蒼天の湖は群青小白鳥

七草刻む

藤田洋子 

街空を拡げ一斉に散る銀杏

初明りみるみる部屋の隅にまで

千両のひと色壷に豊かなり

葉牡丹の雨溜めて渦締まりゆく

水くぐらせ七草刻む青々と

水仙の香り残して灯り消す

離陸機の空行く一線年新た

京の町屋に

桑本栄太郎

豊かさは薪積たる冬囲

送り来し柚子の形の定まらず

うつすらと雪が降る

天蓋に雪載せ来る貨物かな

風花の風のひと吹き又空へ

一閃の光りに初むる初日かな

青空に山容ととのい淑気満つ

薄霜

宮地祐子

薄霜や田に鋤跡の美しき

出漁のエンジン軽し冬朝日

楽器持つ赤い手袋部活の子

冬萌や父の転院無事終えし

七草に土の香ありて湯気の中

入れ替わり挨拶交わし朝焚火

落葉踏む母の歩幅のやわらかき

播州平野

多田有花

冬の水静かに雲を映したり

大根のぎっしり並んでいる畑

暮れ早き夕陽を浴びる紅葉かな

冬麗の虚空ゆるりと飛行機ゆく

冬の陽を湛え播州平野かな

寒波急沖金色に輝やける

雪嶺となりて輝く遠き山

海鳴り

下地鉄

海鳴りを抱き眠らん大晦日

海鳴りの遠くにありて年明ける

月の浜瀬音となりて暮れにけり

寒月や海のかなたのうす灯り

ゆたりと現れ白く消えいく冬の海

陽だまりに大きのびして三が日

空っ風干し綱の揺れきりもなく

破魔矢

祝恵子 

落葉拾い句座へと帰り机上へと

軽く抜き泥付きままの二十日大根

転げ回る子は笑いおり落葉坂

いま塔は冬夕焼けの中にあり

いさぎよし切られし樹の幹冬の寺

一文字の龍の目立ちて年賀状

破魔矢の鈴鳴らして自転車帰りくる

灯台へ

小川和子

凛りんと月光降れる冬の街

冬薔薇キャンドルに映ゆ聖誕祭

麦の芽に風青々とうねり過ぐ

正月の花選る花舗の松匂う

蝋梅を咲かせ陽の色充つる場所

新年の富士の真白を臨み見る

　観音崎

灯台へ行く道へ詩碑明けの春 

鴨の琵琶湖

佃　康水

比良晴れて鴨の琵琶湖の蒼深し

身を反らし聖樹を見ては人動く

紅の梅の冬芽や日を纏い

潮満ちて朱の廻廊の淑気かな

釜の湯の滾る茶室に冬椿

ほかほかの冬至南瓜のスープ盛る

冬の陽へ大きく海鵜羽広ぐ

火の用心

高橋秀之

冬晴れが生駒の山をくっきりと

一枚の葉もなき冬木天をつく

高らかに響く子の声火の用心

風もなく空澄み渡る大晦日

初売りの声高らかに競い合う

元日の大空朝日で青々と

三日はや新たな背広を箪笥から

初明り

迫田和代 

夜も更けて禁酒久しき生姜酒

炬燵ある我が家へ急ぐ帰り道

霧深し曇った窓をピカピカに

賑やかな音さえ滲む時雨かな

ビル街の並木の梢空深く

宮島の平家納経年あらた

島の先まっすぐ先の初明り

葉牡丹

津本けい

着膨れの乗客映し始発着く

発掘の穴黒々と日短

日の当る中州の草に鴨眠る

残照に赤く昏れゆく冬木影

軽やかに木々の葉に降る霰の音

葉牡丹の襞に巻き込む午後の光

白き足伸ばす夜中の寒蜆
